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当事会社の一方が債務超過によって市場から退出する場合の企業結合審査事例　
 

判 

例 

研 

究 当
事
会
社
の
一
方
が
債
務
超
過
に
よ
っ
て
市
場
か
ら
退
出
す
る
場
合
の
企
業
結
合
審
査
事
例

─
─ 

㈱U
SEN

-N
EX

T
 H

O
LD

IN
GS

に
よ
る
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
㈱
の
株
式
取
得
事
案  

（
公
取
委
・
平
成
三
〇
年
度
に
お
け
る
主
要
な
企
業
結
合
事
例
に
つ
い
て
・
事
例
七
）
─
─

野
　
　
口
　
　
宗 

一 

郎

1　

事
案
の
概
要

　

音
楽
放
送
・
配
信
業
を
営
む
株
式
会
社U

SEN

の
最
終
親
会
社
で
あ
る
株
式
会
社U

SEN
-N

EX
T

 H
O

LD
IN

GS

（
以
下
こ
れ
ら
を
併
せ
て

「
ユ
ー
セ
ン
」
と
い
う
。）
が
、
音
楽
放
送
・
配
信
業
を
営
む
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
（
以
下
「
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
」
と
い
い
、
ユ
ー
セ
ン
と
キ

ャ
ン
シ
ス
テ
ム
を
併
せ
て
「
当
事
会
社
」
と
い
う
。）
の
議
決
権
の
全
部
取
得
（
以
下
「
本
件
結
合
」
と
い
う
。）
を
計
画
し
た
。
ユ
ー
セ
ン
及
び
キ
ャ

ン
シ
ス
テ
ム
は
、
業
務
店
向
け
音
楽
放
送
・
配
信
業
及
び
個
人
向
け
音
楽
放
送
・
配
信
業
に
お
い
て
水
平
関
係
に
あ
る
が
、
主
と
し
て
業
務
店
向
け
音

楽
放
送
・
配
信
業
を
営
ん
で
い
る
た
め
、
業
務
店
向
け
音
楽
放
送
・
配
信
業
に
か
か
る
競
争
上
の
懸
念
が
問
題
と
さ
れ
た
。
画
定
さ
れ
た
市
場
に
お
け

る
ユ
ー
セ
ン
と
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
の
シ
ェ
ア
は
合
わ
せ
て
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
、GU

PPI

（Gross U
pw

ard Pricing Pressure Index:

グ
ロ

ス
価
格
上
昇
圧
力
指
数
）
を
用
い
た
経
済
分
析
に
よ
れ
ば
本
件
結
合
後
の
価
格
引
上
げ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
大
き
い
こ
と
が
示
さ
れ
、
競
争
へ
の
悪

影
響
が
予
見
さ
れ
る
事
案
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
が
実
質
的
に
債
務
超
過
に
陥
り
市
場
か
ら
の
退
出
の
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
が
当
事

会
社
か
ら
主
張
さ
れ
て
お
り
、
本
件
結
合
が
な
い
場
合
に
本
件
結
合
後
と
同
等
の
競
争
状
況
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
か
が
論
点
と
な
っ
た
。
公
正
取
引

委
員
会
（
以
下
「
公
取
委
」
と
い
う
。）
は
、
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
が
市
場
か
ら
退
出
す
る
と
需
要
者
の
ほ
と
ん
ど
が
ユ
ー
セ
ン
に
流
れ
る
こ
と
か
ら
、
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判 例 研 究

本
件
結
合
が
な
い
場
合
の
状
況
と
本
件
結
合
後
の
状
況
と
の
間
に
大
き
な
差
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、
当
事
会
社
の
契
約
に
お
け
る
二
年
間
の
継
続
利
用

を
原
則
と
し
、
解
約
を
希
望
す
る
需
要
者
は
二
か
月
前
に
解
約
を
申
し
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
条
項
（
以
下
「
二
か
月
前
通
知
条
項
」
と
い

う
。）
及
び
利
用
期
間
が
二
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、
満
た
な
い
分
の
期
間
に
お
け
る
利
用
料
相
当
額
を
違
約
金
と
し
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
る
条
項
（
以
下
「
解
約
違
約
金
条
項
」
と
い
う
。）
に
よ
っ
て
生
じ
る
需
要
者
の
サ
ー
ビ
ス
切
替
え
の
際
の
差
異
に
注
目
し
、
こ
れ
ら
に
よ
る

競
争
状
況
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
件
結
合
は
、
こ
の
よ
う
な
差
異
の
解
消
を
目
的
と
す
る
問
題
解
消
措
置
を
前
提
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。

2　

判
断
要
旨

（
一
）
一
定
の
取
引
分
野

　

 

（
イ
）
役
務
市
場

　

業
務
店
向
け
音
楽
放
送
・
配
信
業
の
需
要
者
は
、
業
務
店
で
あ
る
。
業
務
店
向
け
音
楽
放
送
・
配
信
業
で
は
、
営
利
目
的
で
利
用
さ
れ
る
音
楽
が
提

供
さ
れ
る
た
め
、
併
せ
て
著
作
権
者
の
許
諾
を
得
る
手
続
（
以
下
「
著
作
権
処
理
」
と
い
う
。）
の
代
行
が
行
わ
れ
る
。
一
方
、
個
人
向
け
音
楽
放

送
・
配
信
業
で
は
、
個
人
の
鑑
賞
用
に
利
用
さ
れ
る
音
楽
が
提
供
さ
れ
著
作
権
処
理
の
代
行
は
行
わ
れ
な
い
。
ま
た
、
業
務
店
向
け
と
個
人
向
け
と
で

価
格
帯
が
異
な
っ
て
お
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
契
約
上
営
利
を
目
的
と
し
た
利
用
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
業
務
店

は
個
人
向
け
音
楽
放
送
・
配
信
業
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
業
務
店
向
け
と
個
人
向
け
で
競
争
事
業
者
の
顔
ぶ
れ
が
異
な
っ
て
お

り
、
個
人
向
け
音
楽
放
送
・
配
信
業
者
は
、
著
作
権
処
理
の
代
行
に
か
か
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
業
務
店
向
け
音
楽
放

送
業
を
容
易
に
は
開
始
で
き
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
役
務
市
場
は
「
業
務
店
向
け
音
楽
放
送
・
配
信
業
」
で
画
定
さ
れ
る
。

　

 

（
ロ
）
地
理
的
市
場

　

業
務
店
向
け
音
楽
放
送
・
配
信
業
者
は
日
本
全
国
で
活
動
し
て
い
る
。
ま
た
、
需
要
者
は
所
在
地
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
全
国
の
業
務
店
向
け
音
楽

放
送
・
配
信
業
者
か
ら
同
等
の
価
格
、
品
質
、
内
容
等
で
音
楽
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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し
た
が
っ
て
、
地
理
的
市
場
は
「
日
本
全
国
」
で
画
定
さ
れ
る
。

（
二
）
行
為
が
競
争
に
与
え
る
影
響

　

 
（
イ
）
当
事
会
社
の
地
位
及
び
競
争
事
業
者
の
状
況

　

ユ
ー
セ
ン
の
市
場
シ
ェ
ア
は
約
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
の
市
場
シ
ェ
ア
は
約
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
本
件
結
合
後
のH

H
I

は
約
八
六
〇
〇
、
増
分
は
約
二
五
〇
〇
で
あ
る
た
め
、
水
平
型
企
業
結
合
の
セ
ー
フ
ハ
ー
バ
ー
基
準
に
該
当
し
な
い
。

　

本
件
結
合
後
の
当
事
会
社
の
合
算
市
場
シ
ェ
ア
は
約
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
第
一
位
で
あ
る
の
に
対
し
、
競
争
事
業
者
の
市
場
シ
ェ
ア
は
最
大
で
も
約

五
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
競
争
事
業
者
と
当
事
会
社
と
の
市
場
シ
ェ
ア
の
格
差
は
大
き
い
。
ま
た
、
当
事
会
社
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、

い
ず
れ
も
フ
ル
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
人
気
の
あ
る
楽
曲
や
知
名
度
の
高
い
楽
曲
か
ら
そ
う
で
な
い
楽
曲
ま
で
幅
広
い
音
楽
を
放
送
・
配
信
す
る
サ
ー
ビ

ス
）
で
内
容
及
び
価
格
の
点
で
類
似
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
競
争
事
業
者
は
取
り
扱
う
楽
曲
が
限
ら
れ
る
た
め
価
格
が
低
廉
で
、
当
事
会
社
と
競
争

事
業
者
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
は
一
定
の
差
異
が
あ
る
。
需
要
者
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
多
く
の
需
要
者
は
当
事
会
社

間
で
の
み
サ
ー
ビ
ス
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
競
争
事
業
者
に
よ
る
競
争
圧
力
は
限
定
的
で
あ
る
。

 　
（
ロ
）
参
入

　

業
務
店
向
け
音
楽
放
送
業
へ
の
参
入
に
は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
が
、
音
楽
配
信
業
へ
の
参
入
に
は
そ
れ
ほ
ど
費
用
を
要
さ
ず
、
実
際
に
過
去
数
年

間
で
参
入
し
た
事
業
者
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
市
場
シ
ェ
ア
が
非
常
に
大
き
な
事
業
者
が
存
在
し
て
お
り
、
需
要
者
が
複
数
の
供
給
者
と
取

引
す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
な
い
た
め
、
参
入
事
業
者
が
多
額
の
楽
曲
使
用
料
を
回
収
で
き
る
だ
け
の
顧
客
を
獲
得
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
実
際
に

参
入
し
た
事
業
者
は
、
著
作
権
使
用
料
の
負
担
を
伴
わ
な
い
楽
曲
を
扱
う
な
ど
当
事
会
社
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
は
異
な
る
傾
向
に
あ
り
、
競
争
圧
力
と

し
て
限
定
的
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
近
い
将
来
に
お
い
て
、
十
分
な
事
業
規
模
・
内
容
で
参
入
を
計
画
す
る
事
業
者
が
存
在
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
参
入
圧
力
は
限
定
的
で
あ
る
。
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（
ハ
）
需
要
者
か
ら
の
競
争
圧
力

　

当
事
会
社
ら
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
音
楽
は
、
業
務
店
が
事
業
を
行
う
う
え
で
必
須
の
も
の
で
は
な
く
、
価
格
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
条
件
が
悪
化

し
た
場
合
、
そ
の
利
用
を
や
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
実
際
に
経
費
削
減
を
理
由
と
す
る
解
約
が
相
当
数
存
在
す
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
需
要
者
か
ら
の
競
争
圧
力
が
一
定
程
度
働
い
て
い
る
。

　

 

（
ニ
）
経
済
分
析

　

本
件
結
合
後
の
当
事
会
社
の
単
独
行
動
に
よ
る
価
格
引
上
げ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
程
度
に
つ
い
て
、GU

PPI

を
用
い
て
測
定
し
た
。
キ
ャ
ン
シ

ス
テ
ム
のGU

PPI

が
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
比
較
的
高
い
値
と
な
っ
た
。

　

 

（
ホ
）
小
括

　

当
事
会
社
間
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
が
類
似
し
て
い
る
一
方
、
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
競
争
事
業
者
は
存
在
し
な
い
た
め
、
本
件
結
合
後
、
当
事

会
社
は
フ
ル
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
ほ
ぼ
独
占
的
に
提
供
す
る
事
業
者
と
な
る
。
ま
た
、
需
要
者
か
ら
の
競
争
圧
力
は
一
定
程
度
認
め
ら
れ
る
が
、
参
入

圧
力
は
限
定
的
で
あ
り
、
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
のGU

PPI

も
高
い
値
と
な
っ
て
い
る
。

（
三
）
当
事
会
社
に
よ
る
措
置
の
申
出
等

　

 

（
イ
）
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
の
経
営
状
況
等
に
関
す
る
主
張
及
び
考
え
方

　

当
事
会
社
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
①
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
は
実
質
的
に
債
務
超
過
に
陥
っ
て
お
り
、
企
業
結
合
が
な
け
れ
ば
近
い
将
来
に
お
い
て
倒
産
し
、

市
場
か
ら
退
出
す
る
蓋
然
性
が
高
く
、
②
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
を
企
業
結
合
に
よ
り
救
済
可
能
な
第
三
者
が
ユ
ー
セ
ン
以
外
に
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、

本
件
結
合
は
業
務
店
向
け
音
楽
放
送
・
配
信
業
に
お
け
る
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　

①
に
関
し
て
、
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
は
実
質
的
に
債
務
超
過
に
陥
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
、
安
全
性
分
析
の
結
果
や
当
事
会
社
に
よ
る
事
業
の
見
通
し

を
踏
ま
え
る
と
、
本
件
結
合
が
な
け
れ
ば
近
い
将
来
に
お
い
て
倒
産
し
、
市
場
か
ら
退
出
す
る
蓋
然
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
。

　

②
に
関
し
て
、
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
の
経
営
状
況
な
ど
か
ら
ユ
ー
セ
ン
以
外
の
第
三
者
が
企
業
結
合
に
よ
り
救
済
す
る
可
能
性
は
低
い
。
し
か
し
、
キ

ャ
ン
シ
ス
テ
ム
が
他
社
と
の
企
業
結
合
を
実
際
に
検
討
し
た
状
況
に
鑑
み
る
と
、
ユ
ー
セ
ン
以
外
の
第
三
者
と
企
業
結
合
を
行
う
可
能
性
を
十
分
に
検
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討
し
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
を
企
業
結
合
に
よ
り
救
済
す
る
こ
と
が
可
能
な
事
業
者
で
あ
っ
て
本
件
結
合
よ
り
も
競
争
に
与
え
る
影

響
が
小
さ
い
も
の
の
存
在
が
認
め
が
た
い
と
ま
で
は
い
え
な
い
。

　

仮
に
本
件
結
合
が
実
施
さ
れ
な
い
場
合
、
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
が
近
い
将
来
に
お
い
て
市
場
か
ら
退
出
す
る
蓋
然
性
が
高
い
。
実
際
に
退
出
し
た
場
合
、

当
事
会
社
間
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
類
似
性
な
ど
か
ら
、
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
の
需
要
者
の
ほ
と
ん
ど
は
ユ
ー
セ
ン
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
に
切
り
替
え
、
ユ
ー

セ
ン
以
外
の
競
争
事
業
者
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
に
切
り
替
え
る
需
要
者
は
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
件
結
合
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
の
需
要
者
の
ほ
と
ん
ど
が
ユ
ー
セ
ン
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
に
切
り
替
え
る
と
い
う
点
で
状
況
に
大
き
な
差
は
な
い
。
し
か

し
、
本
件
結
合
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
以
外
の
事
業
者
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
に
切
り
替
え
る
際
に
解
約
違
約
金
を
支
払
う
必
要
が
生
じ

る
た
め
、
切
替
え
を
躊
躇
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
競
争
事
業
者
の
顧
客
獲
得
が
よ
り
困
難
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
件
結
合
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
競
争
状
況
に
実
質
的
な
差
異
が
生
じ
な
い
と
ま
で
は
い
え
な
い
。

　

 

（
ロ
）
当
事
会
社
に
よ
る
措
置
の
申
出

　

当
事
会
社
は
本
件
結
合
に
際
し
て
、
①
平
成
三
〇
年
一
〇
月
か
ら
令
和
二
年
九
月
ま
で
の
間
、
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
の
解
約
違
約
金
条
項
及
び
二
か
月

前
通
知
条
項
を
撤
廃
す
る
こ
と
、
②
上
記
①
に
つ
い
て
既
存
の
需
要
者
及
び
新
た
に
取
引
を
行
う
需
要
者
に
通
知
す
る
こ
と
、
③
こ
れ
ら
措
置
の
実
施

状
況
を
公
取
委
に
定
期
的
に
報
告
す
る
こ
と
（
以
下
こ
れ
ら
を
併
せ
て
「
本
件
措
置
」
と
い
う
。）
を
申
し
出
た
。

（
四
）
本
件
措
置
に
対
す
る
評
価

　

本
件
措
置
は
、
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
の
需
要
者
に
お
け
る
取
引
の
切
替
え
に
か
か
る
障
害
ひ
い
て
は
競
争
事
業
者
に
よ
る
顧
客
獲
得
に
か
か
る
障
害
を

解
消
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
措
置
の
内
容
に
つ
い
て
需
要
者
全
員
に
事
前
に
通
知
さ
れ
る
た
め
、
需
要
者
に
は
切
替
え
を
検
討
す
る
十
分
な
機
会

及
び
猶
予
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
件
措
置
を
前
提
と
す
れ
ば
、
本
件
結
合
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
競
争
状
況
に
実
質
的
な
差
異
は
生
じ
な
い
。

（
五
）
結
論

　

本
件
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
本
件
結
合
に
よ
っ
て
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
は
な
ら
な
い
。
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3　

検
討

（
一
）
は
じ
め
に

　

独
占
禁
止
法
一
〇
条
は
、
株
式
の
取
得
に
よ
っ
て
「
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
」
場
合
、
そ
の
よ
う
な

株
式
取
得
を
禁
止
し
て
い
る
。
公
取
委
の
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
、
当

事
会
社
及
び
競
争
者
の
地
位
並
び
に
市
場
に
お
け
る
競
争
の
状
況
等
、
輸
入
圧
力
、
参
入
圧
力
、
隣
接
市
場
か
ら
の
競
争
圧
力
、
需
要
者
か
ら
の
競
争

圧
力
、
総
合
的
な
事
業
能
力
、
効
率
性
、
当
事
会
社
の
経
営
状
況
等
が
総
合
的
に
勘
案
さ
れ
る
。
本
件
は
、
な
か
で
も
当
事
会
社
の
経
営
状
況
が
大
き

な
論
点
と
な
っ
た
点
で
注
目
さ
れ
る
。
公
取
委
が
公
表
し
た
事
案
の
う
ち
当
事
会
社
の
経
営
状
況
が
考
慮
さ
れ
た
事
案
は
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。
そ
の

う
ち
企
業
結
合
が
行
わ
れ
な
い
場
合
に
当
事
会
社
の
一
方
が
経
営
破
綻
に
よ
っ
て
市
場
か
ら
退
出
す
る
蓋
然
性
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
事
案
は
、

本
件
の
ほ
か
に
㈱
北
洋
銀
行
に
よ
る
㈱
北
海
道
拓
殖
銀
行
の
営
業
譲
受
け
事
案
と
、
東
洋
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
㈱
に
よ
る
昭
和
ア
ル
ミ
パ
ウ
ダ
ー
㈱
の
株
式

取
得
事
案
が
存
在
し
て
い
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
他
に
有
力
な
競
争
者
が
存
在
す
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
当
事
会
社
の
経
営
状
況
を
考
慮
せ
ず
と
も
競

争
の
実
質
的
制
限
の
蓋
然
性
が
認
め
ら
れ
な
い
可
能
性
も
あ
る
事
案
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
本
件
は
、
後
述
の
と
お
り
、
当
事
会
社
の
経
営
状
況
を

考
慮
し
な
け
れ
ば
競
争
の
実
質
的
制
限
が
認
め
ら
れ
る
事
案
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
競
争
法
に
お
い
て
、
当
事
会
社
の
一
方
が
債
務
超
過
や
支
払
不
能

と
い
っ
た
経
営
破
綻
状
況
に
あ
る
場
合
の
買
収
に
か
か
る
企
業
結
合
審
査
は
、
し
ば
し
ば
破
綻
企
業
の
抗
弁
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
本
件

は
こ
れ
を
正
面
か
ら
認
め
た
わ
け
で
は
な
い
と
さ
れ
る
が
、
当
事
会
社
の
一
方
が
市
場
か
ら
退
出
す
る
状
況
と
の
比
較
に
よ
り
競
争
の
実
質
的
制
限
の

評
価
が
な
さ
れ
た
点
で
先
例
的
な
意
義
を
有
す
る
。

（
二
）
市
場
画
定

　

本
件
は
、
業
務
店
に
対
す
る
音
楽
放
送
・
配
信
業
に
お
け
る
当
事
会
社
間
の
競
合
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
役
務
市
場
に
関
し
、
業
務
店

を
需
要
者
と
す
る
市
場
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。「
一
定
の
取
引
分
野
」
す
な
わ
ち
市
場
は
、
需
要
の
代
替
性
及
び
供
給
の
代
替
性
の
観
点
か
ら
画
定
さ

れ
る
が
、
営
利
目
的
で
音
楽
を
利
用
す
る
業
務
店
は
著
作
権
処
理
が
必
要
と
な
る
た
め
、
個
人
向
け
音
楽
放
送
・
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
転
換
で
き
な
い
と

の
理
由
か
ら
、
業
務
店
向
け
音
楽
放
送
・
配
信
サ
ー
ビ
ス
と
個
人
向
け
音
楽
放
送
・
配
信
サ
ー
ビ
ス
と
の
間
の
需
要
の
代
替
性
が
否
定
さ
れ
て
い
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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ま
た
、
著
作
権
処
理
の
代
行
に
は
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
で
あ
る
た
め
個
人
向
け
音
楽
放
送
・
配
信
業
者
が
業
務
店
向
け
音
楽
放
送
・
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
と
し
て
供
給
の
代
替
性
も
否
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
理
的
市
場
に
つ
い
て
は
、
日
本
全
国
で
同
等
の
価
格
及
び

サ
ー
ビ
ス
内
容
で
競
争
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
日
本
全
国
が
市
場
と
し
て
画
定
さ
れ
て
い
る
。
理
論
上
は
、
音
楽
放
送
と
配
信
が
さ
ら
に
細
分
化
さ

れ
な
い
か
が
問
題
と
な
り
う
る
が
、
音
楽
の
提
供
と
い
う
点
に
関
し
て
需
要
者
に
と
っ
て
の
違
い
が
な
く
需
要
の
代
替
性
が
存
在
す
る
と
も
い
え
、
い

ず
れ
に
せ
よ
結
論
に
大
き
な
差
は
生
じ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
た
め
、
市
場
画
定
は
妥
当
な
も
の
と
い
え
る
。

（
三
）
競
争
の
実
質
的
制
限

　

前
述
の
通
り
、
競
争
の
実
質
的
制
限
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
複
数
の
要
素
が
総
合
的
に
勘
案
さ
れ
る
が
、
本
件
に
お
い
て
当
事
会
社
の
経
営
状
況
と

い
う
要
素
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
、
需
要
者
に
よ
る
一
定
の
競
争
圧
力
は
働
い
て
い
る
も
の
の
、
本
件
結
合
後
の
市
場
シ
ェ
ア
は
合
計
で
九
〇
パ
ー
セ
ン

ト
に
な
り
、
競
争
事
業
者
と
は
異
な
る
差
別
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
お
い
て
ほ
ぼ
独
占
と
な
る
こ
と
、
十
分
な
規
模
の
参
入
が
見
込
め
な
い
こ

と
及
びGU

PPI

の
値
に
よ
り
価
格
引
上
げ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
高
さ
が
示
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
本
件
結
合
後
に
お
い
て
単
独
行
動
に
よ

る
価
格
引
上
げ
の
お
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
公
表
文
に
お
い
て
、
当
事
会
社
の
経
営
状
況
に
か
か
る
事
情
を
除
い
た
こ
れ
ら
の
要
素
に
つ
い

て
の
判
断
が
「
競
争
へ
の
影
響
」
と
い
う
項
目
の
「
小
括
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
右
の
よ
う
な
趣
旨
で
あ
る
と
読
め
る
。
他
方
、
当
事

会
社
の
経
営
状
況
は
「
当
事
会
社
に
よ
る
措
置
の
申
出
等
」
と
い
う
項
目
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
見
す
る
と
問
題
解
消
措
置
に
お
い
て

の
み
当
事
会
社
の
経
営
状
況
を
考
慮
す
る
こ
と
と
し
、
競
争
の
実
質
的
制
限
の
判
断
に
お
い
て
は
考
慮
し
て
い
な
い
よ
う
に
も
み
え
る
。
少
な
く
と
も

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
建
付
け
と
は
異
な
る
形
式
の
記
載
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
に
お
け
る
当
事
会
社
の
経
営
状
況
に
か
か
る
判
断
の
位
置
付
け

が
不
明
確
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
も
っ
と
も
で
あ
る
が
、
本
件
措
置
が
当
事
会
社
の
経
営
状
況
を
考
慮
し
た
う
え
で
の
競
争

の
実
質
的
制
限
の
解
消
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
実
質
的
に
は
当
事
会
社
の
経
営
状
況
を
考
慮
し
て
競
争
の
実
質
的
制
限
の
評
価

が
な
さ
れ
た
も
の
と
み
て
、
以
下
検
討
を
行
う
。

　

当
事
会
社
の
経
営
状
況
と
い
う
要
素
は
、
当
事
会
社
の
事
業
能
力
の
評
価
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
経
営
破
綻
に
よ
り
市
場
か
ら
の
退
出

が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
な
ら
ば
通
常
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
お
そ
れ
が
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
誤
解
を
お
そ
れ
ず

（
7
）

（
8
）

（
9
）
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に
い
え
ば
、
後
者
が
学
説
上
「
破
綻
企
業
の
抗
弁
（failing firm

 defence

）」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
り
、
後
述
の
よ
う
に
分
析
上
独
自
の
意
義
を

有
す
る
と
み
る
の
が
適
切
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
競
争
の
実
質
的
制
限
が
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
根
拠
は
、
因
果
関
係
の
欠
如
に
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
結
合
が
な
け
れ
ば
①
当
該
企
業
が
倒
産
し
て
市
場
か
ら
退
出
す
る
蓋
然
性
が
高
く
、
か
つ
②
右
企
業
を
企
業
結
合
に
よ

っ
て
救
済
す
る
よ
り
競
争
制
限
的
で
な
い
第
三
者
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
い
ず
れ
に
せ
よ
企
業
結
合
後
の
競
争
状
況
と
同
等
の
競
争
状
況
が
も
た
ら
さ

れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
当
該
企
業
結
合
と
競
争
へ
の
悪
影
響
と
の
間
に
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
当
事
会
社
は
本

件
結
合
が
こ
れ
ら
の
要
件
を
充
足
す
る
と
の
主
張
を
行
っ
た
。
公
取
委
は
、
要
件
①
に
つ
い
て
、
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
が
現
在
「
実
質
的
に
債
務
超
過
に

陥
っ
て
」
い
る
こ
と
を
認
め
た
う
え
で
、
安
全
性
分
析
や
当
事
会
社
に
よ
る
事
業
の
見
通
し
に
基
づ
い
て
「
近
い
将
来
に
お
い
て
市
場
か
ら
退
出
す
る

蓋
然
性
が
高
い
」
と
し
て
、
そ
の
充
足
を
認
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
当
事
会
社
自
身
に
よ
る
他
社
と
の
企
業
結
合
に
か
か
る
検
討
が
不
十
分
で
あ
る

こ
と
に
照
ら
し
、
代
替
的
な
買
収
者
の
存
在
が
認
め
が
た
い
と
ま
で
は
い
え
な
い
と
の
判
断
を
行
い
、
要
件
②
を
一
旦
否
定
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

最
終
的
な
市
場
分
析
お
よ
び
問
題
解
消
措
置
の
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
代
替
的
な
買
収
者
が
存
在
し
な
い
場
合
の
競
争
状
況
を
反
事
実
（Counterfac-

tual

）
と
し
て
設
定
し
て
分
析
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
担
当
官
解
説
に
よ
れ
ば
、
公
取
委
が
独
自
に
確
認
を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
分
析
の
結
果
、
両
者
に
大
き
な
差
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、
解
約
違
約
金
条
項
等
の
存
在
に
よ
る
競
争
状
況
の
差
異
を
指
摘
し
、
右
差
異

を
解
消
す
る
問
題
解
消
措
置
を
前
提
と
し
て
競
争
の
実
質
的
制
限
を
も
た
ら
さ
な
い
と
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

一
見
矛
盾
す
る
か
の
よ
う
に
も
み
え
る
こ
の
よ
う
な
公
表
文
の
立
場
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
段
階
と
し
て
、
破
綻
企

業
の
抗
弁
に
か
か
る
当
事
会
社
の
主
張
が
当
事
会
社
の
提
出
し
た
証
拠
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
か
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
要
件
②
の
充
足
が
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
た
め
、
破
綻
企
業
の
抗
弁
の
成
立
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
第
二
段
階
と
し
て
、
競
争
の
実
質
的
制
限
の
有
無
に
か
か
る
最
終
的
な
判

断
を
行
う
際
、
当
事
会
社
が
本
件
措
置
を
適
切
に
行
っ
た
場
合
と
反
事
実
と
の
比
較
に
お
い
て
、
反
事
実
に
つ
き
他
の
買
収
者
が
存
在
し
な
い
こ
と
を

独
自
に
確
認
し
た
う
え
で
判
断
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
破
綻
企
業
の
抗
弁
の
成
立
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
事
会
社
の
一
方
が
市

場
か
ら
退
出
す
る
シ
ナ
リ
オ
を
反
事
実
と
し
た
分
析
を
行
う
と
い
う
手
法
は
、
Ｅ
Ｕ
で
も
み
ら
れ
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
後
述
（
五
）
を

参
照
）。
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（
四
）
経
済
分
析
の
利
用

　

わ
が
国
の
企
業
結
合
審
査
に
お
い
て
、
近
年
経
済
分
析
の
積
極
的
な
利
用
が
み
ら
れ
る
が
、
本
件
で
もGU

PPI

を
用
い
た
経
済
分
析
が
行
わ
れ
た
。

GU
PPI

と
は
、
一
方
当
事
者
の
価
格
引
上
げ
に
よ
っ
て
増
加
す
る
他
方
当
事
者
の
利
益
を
価
格
引
上
げ
当
事
者
の
商
品
価
格
で
除
し
た
も
の
で
あ
り
、

企
業
結
合
後
の
当
事
者
の
単
独
行
動
に
よ
る
価
格
引
上
げ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
示
す
指
標
で
あ
る
。
企
業
結
合
審
査
の
文
脈
で
は
、
さ
ら
な
る
審
査

が
必
要
な
事
案
か
否
か
に
つ
い
て
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機
能
や
競
争
制
限
効
果
を
推
認
さ
せ
る
補
強
的
証
拠
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
が
、
本
件
で
も

両
者
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
の
評
価
が
学
説
上
な
さ
れ
て
い
る
。
公
取
委
は
、
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
のGU

PPI

が
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
と
算

定
し
、
こ
の
値
を
「
比
較
的
高
い
」
と
評
価
し
て
お
り
、
競
争
制
限
効
果
を
推
認
さ
せ
る
証
拠
と
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。GU

PPI

は
市

場
画
定
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、GU

PPI

が
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
仮
定
的
独
占
者
テ
ス
ト
の
水
準
と
し
て
五
パ
ー
セ

ン
ト
の
価
格
引
上
げ
を
想
定
す
る
場
合
、
当
事
者
の
製
品
の
み
に
つ
い
て
市
場
画
定
が
可
能
な
水
準
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
供
給
の
代
替
や
他
の
参

入
が
な
け
れ
ば
、
当
該
企
業
結
合
は
独
占
を
も
た
ら
す
企
業
結
合
と
評
価
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
比
較
的
高
い
値
と
評
価
し
競

争
制
限
効
果
を
推
認
す
る
要
素
と
し
て
用
い
た
の
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
五
）
反
事
実
分
析

　

公
表
文
中
で
反
事
実
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
担
当
官
解
説
に
お
い
て
、
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
が
市
場
か
ら
退
出
し
た
場
合
の

状
況
を
反
事
実
と
し
て
設
定
し
、
企
業
結
合
が
行
わ
れ
た
場
合
の
競
争
状
況
と
の
比
較
に
よ
っ
て
分
析
を
行
っ
た
と
の
言
及
が
あ
る
。
企
業
結
合
審
査

に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
反
事
実
分
析
は
、
企
業
結
合
が
行
わ
れ
な
い
場
合
の
競
争
状
況
を
推
測
し
、
企
業
結
合
が
行
わ
れ
た
場
合
に
予
測
さ
れ
る
競
争

状
況
と
の
比
較
に
よ
っ
て
当
該
企
業
結
合
に
よ
る
影
響
を
分
析
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
少
数
株
式
の
取
得
の
際
に
特
に
問
題
と
な
る
結
合
関
係
の
認
定

に
お
い
て
も
、
企
業
結
合
が
な
い
場
合
と
比
べ
て
結
合
関
係
が
形
成
・
維
持
・
強
化
さ
れ
る
か
と
い
う
よ
う
に
、
よ
り
抽
象
的
な
レ
ベ
ル
で
の
反
事
実

分
析
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
わ
が
国
で
は
こ
の
よ
う
な
分
析
手
法
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
明
示
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
Ｅ
Ｕ
で
は
、
企
業
結
合
に

よ
る
競
争
へ
の
影
響
の
評
価
を
行
う
に
あ
た
っ
て
反
事
実
分
析
を
用
い
る
こ
と
が
基
本
原
則
と
な
っ
て
い
る
。
大
半
の
事
案
で
は
、
届
出
当
時
に
存
在

し
て
い
る
競
争
状
況
と
の
比
較
が
な
さ
れ
る
が
、
一
定
の
場
合
に
は
、
参
入
や
退
出
な
ど
合
理
的
に
予
測
さ
れ
る
将
来
の
変
化
が
考
慮
さ
れ
る
場
合
が

（
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あ
る
。
右
原
則
に
よ
っ
て
、
問
題
と
な
る
企
業
結
合
と
有
効
な
競
争
の
著
し
い
阻
害
（
競
争
へ
の
悪
影
響
）
と
の
間
の
因
果
関
係
を
確
認
で
き
る
。
こ

の
よ
う
な
因
果
関
係
の
分
析
は
、
四
段
階
に
分
解
で
き
る
。（
あ
）
企
業
結
合
前
の
市
場
の
状
態
、（
い
）
企
業
結
合
が
な
い
場
合
の
変
化
（
反
事
実
）、

（
う
）
企
業
結
合
後
に
起
こ
り
う
る
市
場
の
状
態
、（
え
）（
い
）
と
（
う
）
と
の
差
（
す
な
わ
ち
、
企
業
結
合
に
よ
る
影
響
）
で
あ
る
。
大
半
の
事
案

は
（
い
）
イ
コ
ー
ル
（
あ
）
と
な
り
企
業
結
合
前
後
の
比
較
で
問
題
は
な
い
が
、
企
業
の
退
出
や
参
入
な
ど
が
あ
り
う
る
場
合
、（
い
）
ノ
ッ
ト
イ

コ
ー
ル
（
あ
）
と
な
り
企
業
結
合
前
後
の
比
較
が
妥
当
で
な
い
場
合
が
存
在
し
う
る
と
い
え
る
。

　

そ
れ
で
は
、
市
場
か
ら
の
退
出
が
予
想
さ
れ
る
場
面
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
（
い
）
の
変
化
が
考
慮
さ
れ
る
の
か
。
Ｅ
Ｕ
の
事
案
を
参
照

し
て
み
る
。
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
も
「
破
綻
企
業
の
抗
弁
」
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
り
、
抗
弁
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
お
り
、
証
明
責

任
は
企
業
結
合
の
当
事
者
に
あ
る
。
破
綻
企
業
の
抗
弁
自
体
は
厳
格
に
適
用
が
な
さ
れ
、
実
際
に
認
め
ら
れ
る
例
は
少
な
い
が
、A

egean/O
lym

pic 

II

決
定
で
は
、
複
数
の
市
場
に
関
し
支
配
的
地
位
の
形
成
又
は
強
化
に
よ
る
有
効
な
競
争
の
著
し
い
阻
害
を
一
旦
認
め
た
の
ち
、
破
綻
企
業
の
抗
弁
の

成
立
を
認
め
た
う
え
で
、
効
率
性
や
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
か
か
る
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
な
く
最
終
的
に
有
効
な
競
争
を
著
し
く
阻
害
し
な
い
と
し
て

無
条
件
の
承
認
を
行
っ
て
お
り
、
破
綻
企
業
の
抗
弁
に
か
か
る
分
析
上
の
独
自
の
意
義
を
確
認
で
き
る
。
ま
た
右
抗
弁
の
要
件
の
全
て
が
充
足
さ
れ
な

い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
事
者
の
一
方
が
市
場
か
ら
退
出
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
反
事
実
分
析
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
例
え
ば
、JCI/FIA

M
M

決
定
で
は
、
ま
ず
、
企
業
結
合
の
当
事
者
で
あ
るFIA

M
M

が
市
場
か
ら
退
出
す
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
市
場
に
お
け
る
支
配
的
地
位
の
形
成

が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
う
え
で
、
続
け
て
破
綻
企
業
の
抗
弁
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
た
が
、
要
件
③
に
つ
い
て
、
清
算
手
続
に
お
い
て
当
事
者
の
資

産
が
小
規
模
な
生
産
者
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
る
と
の
理
由
か
ら
否
定
さ
れ
、
破
綻
企
業
の
抗
弁
の
成
立
自
体
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
最
終

的
な
違
法
性
判
断
に
お
い
て
は
、FIA

M
M

が
市
場
か
ら
退
出
し
よ
り
競
争
制
限
的
で
な
い
他
の
買
収
者
が
お
ら
ず
清
算
手
続
が
な
さ
れ
る
場
合
と
の

比
較
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
清
算
手
続
が
な
さ
れ
る
場
合
に
はFIA

M
M

の
市
場
シ
ェ
ア
の
う
ち
一
部
は
生
産
能
力
の
拡
張
に
成
功
し
た

他
の
ラ
イ
バ
ル
が
獲
得
す
る
一
方
で
、
企
業
結
合
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
そ
の
全
部
を
企
業
結
合
の
当
事
者
で
あ
るJCI

が
自
動
的
に
獲
得
す
る
蓋
然

性
が
最
も
高
い
と
し
て
、
市
場
に
お
け
る
競
争
の
構
造
（com

petitive structure

）
の
悪
化
は
、
企
業
結
合
が
な
い
場
合
の
方
が
小
さ
い
と
判
断
さ

れ
た
。
ま
た
、
レ
メ
デ
ィ
案
の
検
討
に
お
い
て
も
同
様
に
当
事
者
が
市
場
か
ら
退
出
す
る
シ
ナ
リ
オ
と
の
比
較
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
場
合

（
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に
企
業
結
合
前
の
状
況
か
ら
の
変
化
を
考
慮
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
結
論
を
出
す
の
は
容
易
で
な
い
が
、
破
綻
企
業
の
抗
弁
に
お
け
る
三
要

件
は
そ
れ
ぞ
れ
が
反
事
実
分
析
を
含
ん
で
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
全
要
件
が
充
足
さ
れ
な
く
と
も
充
足
が
認
め
ら
れ
た
要
件
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
を
前
提
と
し
た
反
事
実
分
析
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
破
綻
企
業
の
抗
弁
が
成
立
す
る
場
合
に
常
に
適
法
と
な
る
か
は
な
お
議
論
の
余
地
が
あ
る
が
、
前
述
の
通
り
、
破
綻
企
業
の

抗
弁
が
成
立
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
事
会
社
の
一
方
が
市
場
か
ら
退
出
す
る
こ
と
を
考
慮
し
た
反
事
実
分
析
に
依
拠
し
て
因
果
関
係
の
欠
如
と

い
う
観
点
か
ら
適
法
と
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
点
に
、
本
件
の
先
例
的
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
反
事
実
分
析
に
よ

っ
て
企
業
結
合
と
企
業
結
合
後
の
競
争
へ
の
悪
影
響
と
の
間
の
因
果
関
係
が
否
定
さ
れ
る
場
合
、
条
文
上
の
要
件
と
し
て
何
が
欠
け
る
の
か
と
い
う
問

題
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
独
禁
法
一
〇
条
に
は
「
に
よ
り
」
と
の
文
言
が
存
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
の
文
言
は
法
学
上
因
果
関
係
の
要
件
を
表
す
言
葉

と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
た
め
、「
に
よ
り
」
要
件
が
否
定
さ
れ
る
と
の
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
、「
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
」
と
い
う
要
件

は
、
市
場
支
配
力
の
変
動
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
の
変
動
と
は
行
為
が
な
い
場
合
に
想
定
さ
れ
る
反
事
実
的
な
状
態
と
比
較
さ
れ
る
も

の
と
い
え
る
た
め
、
同
要
件
に
お
い
て
行
為
に
よ
る
因
果
関
係
の
評
価
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
も
そ
も
「
競
争
を
実
質
的

に
制
限
す
る
」
と
い
う
要
件
が
欠
け
る
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
六
）
問
題
解
消
措
置

　

本
件
に
お
け
る
問
題
解
消
措
置
は
、
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
の
解
約
違
約
金
条
項
お
よ
び
二
か
月
前
通
知
条
項
の
二
年
間
の
撤
廃
で
あ
る
。
企
業
結
合
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
問
題
解
消
措
置
に
つ
い
て
構
造
措
置
を
原
則
と
す
る
が
、
右
問
題
解
消
措
置
は
行
動
措
置
に
分
類
さ
れ
る
。
公
取
委
は
反
事
実
分
析
の

結
果
、
右
条
項
の
存
在
の
有
無
に
よ
っ
て
、
需
要
者
が
他
の
供
給
者
へ
の
切
替
え
を
躊
躇
す
る
こ
と
で
競
争
事
業
者
の
顧
客
獲
得
に
差
異
が
生
ず
る
と

判
断
し
た
。
反
事
実
に
お
い
て
近
い
将
来
他
の
買
収
者
が
現
れ
る
こ
と
な
く
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
が
市
場
か
ら
退
出
す
る
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
を
前
提
と

す
る
と
、
必
要
最
小
限
の
問
題
解
消
措
置
と
し
て
肯
定
的
に
評
価
で
き
る
。
し
か
し
企
業
結
合
後
に
ほ
ぼ
独
占
と
な
り
新
規
参
入
が
期
待
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
期
間
が
限
定
さ
れ
て
い
る
点
や
措
置
を
実
施
す
る
の
が
当
事
会
社
の
一
方
に
限
ら
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
こ
れ
ら
を
限
定
す
べ
き
で
な
い
と

の
批
判
が
あ
る
。
ま
た
、
競
争
促
進
的
な
環
境
を
積
極
的
に
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新
規
参
入
を
容
易
に
す
る
仕
組
み
の
導
入
や
、
構
造
的
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な
措
置
に
よ
っ
て
参
入
を
促
進
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
の
意
見
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
見
を
含
め
、
問
題
解
消
措
置
に
つ
い
て
の
事
後
検
証
が
必
要
で

あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
因
果
関
係
の
欠
如
を
根
拠
と
す
る
公
取
委
の
立
場
を
前
提
と
す
れ
ば
、
事
後
検
証
の
際
に
注
目
さ
れ
る
べ

き
は
、
本
件
結
合
後
の
価
格
上
昇
が
キ
ャ
ン
シ
ス
テ
ム
の
退
出
に
よ
っ
て
も
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
か
で
あ
る
と
考
え
る
。

公
取
委
「
企
業
結
合
審
査
に
関
す
る
独
占
禁
止
法
の
運
用
指
針
」
第
四
の
二
（
以
下
「
企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。）。

当
事
会
社
の
経
営
状
況
が
考
慮
さ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
、
公
取
委
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
本
件
を
合
わ
せ
て
九
件
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

（https://w
w

w
.jftc.go.jp/dk/kiketsu/toukeishiryo/keiei/index.htm

l

（
二
〇
二
二
年
三
月
二
二
日
確
認
））。

公
取
委
平
成
一
〇
年
度
公
表
事
例
・
事
例
八
。

公
取
委
平
成
二
二
年
度
公
表
事
例
・
事
例
五
、
七
頁
。

松
永
博
彬
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
五
三
八
号
六
頁
（
二
〇
一
九
年
）
や
河
谷
清
文
「
判
批
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一
六
四
号
七
四
頁
（
二
〇
二
〇
年
）

も
そ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

公
取
委
「
令
和
元
年
六
月
一
九
日
付　

事
務
総
長
定
例
会
見
記
録
」（
…
…
必
ず
し
も
破
綻
企
業
の
抗
弁
を
正
面
か
ら
認
め
た
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
当
該
企
業
を
他
に
買
収
し
て
存
続
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
は
存
在
し
そ
う
に
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
含
め
て
認
め
た
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
破
綻
企
業
の
抗
弁
を
広
範
囲
に
認
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
…
…
）https://w

w
w

.jftc.go.jp/
houdou/teirei/2019/apr_jun/kaikenkiroku190619.htm

l

（
二
〇
二
二
年
三
月
二
二
日
確
認
）。

河
谷
・
前
掲
注
（
5
）
七
四
頁
。

瀬
領
真
悟
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
五
四
四
号
二
三
七
頁
（
二
〇
二
〇
年
）。

企
業
結
合
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
四
の
二
（
八
）
イ
①
。
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
続
け
て
破
綻
部
門
の
譲
渡
の
場
合
に
お
い
て
競
争
を
実
質
的
に

制
限
す
る
お
そ
れ
の
小
さ
い
場
合
の
要
件
に
つ
い
て
も
規
定
し
て
い
る
。
O

ECD
, T

he Failing Firm
 D

efence, at 28 (2009), https://w
w

w
.oecd.org/com

petition/m
ergers/45810821.pdf

（
二
〇
二

二
年
三
月
二
二
日
確
認
）
に
お
い
て
、
破
綻
企
業
の
抗
弁
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

金
井
貴
嗣
ほ
か
編
『
独
占
禁
止
法　

第
六
版
』
二
三
三
頁
〔
武
田
〕（
弘
文
堂
、
二
〇
一
八
年
）
参
照
。
な
お
、
当
事
会
社
の
一
方
が
倒

産
し
て
市
場
か
ら
退
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
顧
客
の
全
て
が
他
方
当
事
者
に
転
換
す
る
と
は
限
ら
ず
必
ず
し
も
企
業
結
合
後
の
状
況
と

（
34
）

（
35
）（

1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）
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は
一
致
し
な
い
と
の
理
由
か
ら
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
充
足
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
因
果
関
係
の
欠
如
で
は
説
明
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
、
な

お
適
法
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
需
要
者
の
利
便
性
や
倒
産
に
よ
る
社
会
的
影
響
な
ど
の
正
当
化
理
由
に
求
め
ざ
る
を
得
な
い
と
の

意
見
が
あ
る
（
白
石
忠
志
「
判
批
」
公
取
八
二
五
号
一
九
頁
（
二
〇
一
九
年
））。

企
業
結
合
審
査
に
お
い
て
安
全
性
分
析
が
明
示
的
に
利
用
さ
れ
た
の
は
、
本
件
が
初
め
て
で
あ
る
。
安
全
性
分
析
は
、
倒
産
の
可
能
性
を

評
価
す
る
た
め
の
経
営
分
析
の
手
法
で
あ
る
。
公
表
文
に
お
い
て
「
流
動
負
債
及
び
固
定
負
債
に
対
す
る
支
払
能
力
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
分
析
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
伝
統
的
に
は
貸
借
対
照
表
に
基
づ
い
た
分
析
が
な
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
過
去
の
実
績
を
ベ
ー
ス
に

判
断
を
行
う
た
め
大
ま
か
に
判
断
す
る
こ
と
し
か
で
き
ず
、
実
際
に
倒
産
す
る
か
を
判
断
す
る
に
は
企
業
実
態
や
経
営
状
態
の
観
察
及
び
評
価

が
重
要
と
さ
れ
る
（
日
本
経
営
分
析
学
会
編
『
新
版　

経
営
分
析
辞
典
』〔
青
淵
〕（
税
務
経
理
協
会
、
二
〇
〇
五
年
）
二
八
二
頁
）。

代
替
的
な
買
収
者
の
存
否
に
か
か
る
実
体
的
判
断
に
つ
き
「
誠
実
な
努
力
」
を
行
っ
た
か
と
い
う
手
続
的
側
面
に
よ
っ
て
代
替
で
き
る
こ

と
ま
で
判
示
し
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
松
永
・
前
掲
注
（
5
）
七
頁
が
あ
る
。

反
実
仮
想
と
も
呼
ば
れ
る
。

深
町
正
徳
「
担
当
官
解
説
」
公
取
八
二
五
号
一
一
頁
（
二
〇
一
九
年
）。
公
取
委
が
独
自
に
追
加
確
認
を
行
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の

と
し
て
、
河
谷
・
前
掲
注
（
5
）
七
五
頁
。

同
じ
くGU

PPI

が
利
用
さ
れ
た
事
例
と
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
・
ユ
ニ
ー
グ
ル
ー
プ
統
合
事
例
（
公
取
委
平
成
二
七
年
度
主
要
結

合
事
例
集
・
事
例
九
）
が
存
在
す
る
。
右
事
案
で
は
、
多
数
の
市
場
に
関
し
、GU

PPI

が
三
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
と
算
定
さ
れ
た
結
果
競
争
上

の
懸
念
は
小
さ
い
も
の
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、GU

PPI
が
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機
能
を
果
た
し
た
と
評
価
す
る
も
の
と
し
て
、
田
平
恵
「
判
批
」
新
・
判
例
解
説W

atch

経
済
法N

o.69

四
頁
（
二

〇
二
〇
年
）
や
渕
川
和
彦
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
一
五
四
〇
号
八
五
頁
（
二
〇
二
〇
年
）
が
あ
る
。
補
強
的
証
拠
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
た
と
評

価
す
る
も
の
と
し
て
、
瀬
領
・
前
掲
注
（
8
）
二
三
七
頁
が
あ
る
。

See Serge M
oresi, T

he U
se of U

pw
ard Price Pressure Indices in M

erger A
nalysis, T

h
e A

n
t
it
ru
st S

o
u
rce, at 7 (2010).

深
町
・
前
掲
注
（
15
）
一
一
頁
。
反
事
実
分
析
の
使
用
自
体
に
問
題
は
な
い
と
し
つ
つ
、
公
表
文
で
は
欠
如
し
て
い
る
部
分
が
担
当
官
解

説
で
補
わ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
説
明
が
必
要
で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
（
瀬
領
・
前
掲
注
（
8
）
二
三
七
頁
）。

深
町
・
前
掲
注
（
15
）
一
〇
頁
。

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）
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判 例 研 究

白
石
忠
志
「
独
禁
法
に
お
け
る
因
果
関
係
」
石
川
正
先
生
古
稀
記
念
『
経
済
社
会
と
法
の
役
割
』
三
八
七
─
三
八
八
頁
（
商
事
法
務
、
二

〇
一
三
年
）
参
照
。

水
平
型
企
業
結
合
に
つ
い
て
は
、Guidelines on the assessm

ent of horizontal m
ergers under the Council Regulation on 

the control of concentrations betw
een undertakings, 2004 O

.J. (C 31)5, para.9 [H
ereinafter 

“Horizontal M
erger Guideline

”]
に
記
載
が
あ
り
、
非
水
平
型
企
業
結
合
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
（Guidelines on the assessm

ent of non-horizontal m
ergers under 

the Council Regulation on the control of concentrations betw
een undertakings, 2008 O

.J. (C 265)6, para.20

）。

A
ntonio Bavasso &

 A
listair Lindsay, Causation in E

C M
erger Control, 3 J. C

o
m
p. L. &

 E
co
n 181, at 183-184 (2007).

H
orizontal M

erger Guideline, para.90.

わ
が
国
に
お
け
る
二
要
件
（
①
債
務
超
過
等
に
よ
る
近
い
将
来
に
お
け
る
市
場
か
ら
の
退
出

の
蓋
然
性
、
②
よ
り
競
争
制
限
的
で
な
い
買
収
者
の
不
存
在
）
と
同
等
の
要
件
に
加
え
、
③
買
収
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
企
業
の
資
産
が
市
場

か
ら
退
出
す
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

Id., para.91; See also O
ECD

, supra note 10, at 25.
Sum

m
ary of Com

m
ission D

ecision of 9 O
ctober 2013 declaring a com

patible w
ith the internal m

arket and the func-
tioning of the EEA

 A
greem

ent (Case CO
M

P/M
.6796), 2015 O

.J. (C 25)7, para.61-80.

も
っ
と
も
同
決
定
で
は
、
当
該
企
業
結
合

の
結
果
生
じ
る
競
争
の
構
造
（com

petitive structure

）
の
悪
化
が
当
該
企
業
結
合
の
な
い
場
合
と
等
し
い
と
い
え
る
か
を
別
途
確
認
し
て

い
る
点
に
留
意
さ
れ
た
い
。

Sum
m

ary of Com
m

ission D
ecision of 10 M

ay 2007 declaring a concentration com
patible w

ith the com
m

on m
arket 

and the functioning of the EEA
 A

greem
ent (Case CO

M
P/M

.4381), 2009 O
.J. (C 241)12, para.12.

D
am

ien Geradin &
 Ianis Girgenson, T

he Counterfactual A
nalysis in E

U
 M

erger Control , Paper prepared for the 
Conference 

“The Pros and Cons of Counterfactuals

” (D
ec. 6, 2013), at 8, available at https://ssrn.com

/sol3/abstract_
id=2357026

（
二
〇
二
二
年
三
月
二
二
日
確
認
）.

白
石
・
前
掲
注
（
11
）
二
一
頁
。
酒
井
紀
子
「『
一
定
の
取
引
分
野
に
お
け
る
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
』
と
要
件
事
実
」
石
川
正
先

生
古
稀
記
念
『
経
済
社
会
と
法
の
役
割
』
三
五
〇
頁
（
商
事
法
務
、
二
〇
一
三
年
）
も
同
旨
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
川
濵
昇
「
市
場
支
配
力
基
準
の
再
検
討
」
金
井
貴
嗣
先
生
古
稀
祝
賀
『
現
代
経
済
法
の
課
題
と
理
論
』
五
一
頁
以

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）
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下
（
弘
文
堂
、
二
〇
二
二
年
）
参
照
。
川
濵
教
授
は
、
市
場
支
配
力
を
行
為
な
か
り
せ
ば
の
水
準
か
ら
乖
離
し
た
価
格
設
定
が
可
能
な
状
態
と

し
て
定
義
す
る
こ
と
は
、
市
場
支
配
力
の
形
成
等
と
同
値
で
あ
る
と
説
明
し
、
法
的
な
評
価
の
基
準
と
し
て
の
妥
当
性
を
認
め
て
い
る
。
も
っ

と
も
、
反
事
実
が
観
察
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
根
本
問
題
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
実
際
の
市
場
支
配
力
の
形
成
等
の
分
析
に
お
い
て
は
、
行
為

な
か
り
せ
ば
の
水
準
と
の
比
較
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
く
、
市
場
支
配
力
の
形
成
等
の
発
生
機
序
（
セ
オ
リ
ー
オ
ブ
ハ
ー
ム
）
を
示
し
市
場

分
析
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
に
留
意
さ
れ
た
い
。

本
件
は
通
常
と
は
異
な
り
、
当
事
会
社
に
よ
る
措
置
の
申
出
の
内
容
を
検
討
す
る
前
に
措
置
な
き
場
合
の
競
争
の
実
質
的
制
限
の
お
そ
れ

の
指
摘
が
な
く
、
問
題
解
消
措
置
と
い
う
用
語
自
体
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
点
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
点
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
田
平
・

前
掲
注
（
17
）
四
頁
お
よ
び
瀬
領
・
前
掲
注
（
8
）
二
三
七
頁
。

河
谷
・
前
掲
注
（
5
）
七
六
頁
。

同
上
。

渕
川
・
前
掲
注
（
17
）
八
六
頁
。

田
平
・
前
掲
注
（
17
）
四
頁
。

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）
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